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ち
主
が
解
体
で
き
な
い
場
合

は
、
町
で
代
執
行
で
き
る
か
。

建
設
課
長
　

原
則
は
当
事
者
間
の

解
決
で
あ
り
、
町
の
代

執
行
は
大
変
慎
重
に
判
断
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い

る
。

（
要
旨
）
公
共
の
場
所
で
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
設
置
お
よ

び
運
用
に
関
し
て
定
め
る
こ
と

で
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
町
民
等
の

権
利
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
定
め
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

強
め
、
中
小
業
者
の
営
業

を
困
難
に
す
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
実
施
を
延
期

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利

用
拡
大
は
取
り
や
め
る
べ

き
で
あ
る
。

（
佐
藤
定

男
議
員
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

は
不
安
も
報
道
さ
れ
て
は

い
る
が
、
国
の
施
策
と
し

て
進
め
ら
れ
、
今
後
の
情

報
化
社
会
の
中
で
は
必
要

な
も
の
で
あ
る
。

（
要
旨
）「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基

づ
き
、
町
民
の
生
命
、
身
体
ま

た
は
財
産
を
保
護
す
る
と
と
も

に
そ
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
に
制
定
す
る
。
あ
わ
せ

て
、
空
家
等
の
活
用
を
促
進
す

る
た
め
、
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
、
公
共
の
福

祉
の
増
進
と
地
域
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定

め
る
も
の
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

空
家
対
策
協
議
会
は

い
つ
頃
に
設
立
を
し
て
、
い
つ

ご
ろ
か
ら
動
き
出
す
の
か
。

建
設
課
長
　

現
時
点
で
は
、
検
討

委
員
会
で
空
家
等
対
策

計
画
の
素
案
作
り
を
し
て
い

る
。
計
画
を
最
終
的
に
協
議
会

に
諮
問
す
る
の
で
、
早
け
れ
ば

1
月
下
旬
か
ら
2
月
中
に
協
議

会
を
開
催
し
た
い
。

問
（
村
上
正
勝
議
員
）

　

土
地
と
建
物
の
所
有

者
が
別
で
、
事
情
が
あ
っ
て
持

条
例
制
定

（
要
旨
）
番
号
法
に
基
づ
き
、

個
人
番
号
を
町
独
自
に
利
用
で

き
る
事
務
に
つ
い
て
、
同
一
地

方
公
共
団
体
の
機
関
間
（
町
と

教
育
委
員
会
）
で
連
携
で
き
る

事
務
を
規
定
す
る
も
の
。

�

（
反
対
1
、
賛
成
10
で
可
決
）

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

情
報
漏
れ
が
一
番
心

配
さ
れ
る
が
、
ど
こ
ま
で
安
全

性
が
確
保
さ
れ
る
の
か
。
町
と

し
て
の
対
応
は
。

総
務
課
長
　

特
定
個
人
情
報
を
保

護
す
る
条
例
で
町
職
員

の
責
務
や
取
扱
い
に
つ
い
て
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
守
る
規
定
が
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
完
全
に
履

行
す
る
こ
と
で
安
全
対
策
を
し

て
い
き
た
い
。

企
画
情
報

課
　
　
長
　

シ
ス
テ
ム
面
で

は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
個
人
情
報
の
シ
ス
テ

ム
の
分
離
を
徹
底
し
、
シ
ス
テ

ム
か
ら
漏
れ
な
い
、
ウ
イ
ル
ス

な
ど
が
入
っ
て
も
情
報
を
外
へ

出
さ
な
い
よ
う
シ
ス
テ
ム
の
構

成
を
考
え
て
い
る
。

　

（
浅
野
富

男
議
員
）

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
完
全

な
も
の
は
な
い
と
言
え
る

こ
と
か
ら
、
国
民
監
視
を

国
見
町
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例

国
見
町
空
家
等
の
適
正

管
理
及
び
利
用
促
進
に

関
す
る
条
例

国
見
町
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
及
び
運
用
に
関
す

る
条
例

個
人
情
報
保
護
の

安
全
性
は
ど
の
程
度
か

空
家
の
影
響
を
考
え

生
活
環
境
の
保
全
を

公
共
の
場
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
等
を
規
定

空
家
対
策
協
議
会
の

設
立
時
期
は

建
物
と
土
地
の
所
有
者
が

違
う
場
合
の
代
執
行
は

個
人
番
号
を
利
用
で
き
る

町
独
自
事
務
を
規
定

反
対
討
論

賛
成
討
論

討  

論
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問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

で
抑
止
力
が
ア
ッ
プ
す
る
反

面
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の

部
分
が
大
き
く
な
る
と
思
う

が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

建
設
課
長
　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
る
こ
と
を
一

番
重
要
に
考
え
て
い
る
。
条
例

が
な
け
れ
ば
、
道
路
な
ど
町
の

土
地
の
占
用
が
氾
濫
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
一
定
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
る
必
要
性
か
ら
条
例

を
提
案
し
た
。
設
置
の
基
準
に

つ
い
て
、
録
画
を
す
る
と
個
人

情
報
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
な

り
、
き
ち
ん
と
制
御
を
か
け
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

違
反
が
あ
れ
ば
勧
告
を
す
る
。

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

個
人
が
特
定
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、
違
反

に
よ
る
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合

は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

か
。

建
設
課
長
　

条
例
に
基
づ
い
て
は

勧
告
と
な
る
が
、
一
方

で
道
路
法
に
基
づ
く
道
路
占
用

の
問
題
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら

で
撤
去
を
し
許
可
の
更
新
は
し

な
い
こ
と
に
な
る
。

（
要
旨
）
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
子
ど

も
の
い
じ
め
を
防
止
し
、
町
、

学
校
等
、
保
護
者
、
町
民
お
よ

び
事
業
所
等
の
責
務
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
が

発
生
し
た
場
合
の
調
査
を
実
施

す
る
附
属
機
関
を
設
置
す
る
も

の
。�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問
（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

以
前
か
ら
の
い
じ
め

防
止
対
策
推
進
法
に
よ
る
体
制

で
十
分
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
が
、
改
め
て
条
例
を
制
定

す
る
理
由
は
。

教
育
長
　

い
じ
め
防
止
の
施

策
を
行
う
意
味
で
は

今
ま
で
と
同
じ
だ
が
、
推
進
法

で
調
査
に
関
わ
る
権
限
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
で
も
附
属
機

関
の
設
置
に
つ
い
て
「
条
例
の

定
め
に
よ
る
」
と
の
規
定
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
法
的
な
根
拠
を

与
え
る
た
め
、
今
回
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
要
旨
）
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
と
も
な
い
、
猶
予
制
度
に

関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
一
定
の
事
項

を
条
例
へ
委
任
す
る
こ
と
が
新

た
に
定
め
ら
れ
た
た
め
、
改
正

す
る
。�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）
道
の
駅
建
設
第
1
回

工
事
に
つ
い
て
、
条
件
付
き
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
13
億
１
４

０
万
円
で
「
株
式
会
社
晃
（
ひ

か
り
）
建
設
」
と
契

約
す
る
も
の
。

�（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問
（
佐
藤
定
男

議
員
）

　

今
回
の
契
約
は
建

物
全
般
に
関
わ
る
も

の
な
の
か
、
一
部
分

は
計
画
と
し
て
残
る

の
か
伺
う
。

建
設

課
長
　

建
物
全
般

で
は
な
く
、

「
活
力
あ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
の
部
分
に
つ

い
て
は
別
途
随
意
契
約
と
な

る
。問

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

道
の
駅
建
設
工
事
は

い
つ
ま
で
行
わ
れ
る
の
か
。

建
設
課
長
　

最
終
的
に
は
、
平
成

29
年
2
月
頃
を
設
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
へ
の
対
応
は

違
反
に
よ
る
勧
告
に

従
わ
な
い
場
合
の
対
処
は

国
見
町
子
ど
も
の

い
じ
め
防
止
条
例

町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

工
事
請
負
契
約

改
め
て
条
例
を

制
定
す
る
理
由
は

条
例
改
正

建
物
全
般
の

契
約
な
の
か

建
設
工
事
は
い
つ
ま
で
か

そ
の
他

い
じ
め
調
査
の
附
属

機
関
の
設
置
を
定
め
る

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

猶
予
制
度
へ

道
の
駅
本
体
建
設

工
事
へ

工
事
の
無
事
を
祈
っ
て
く
わ
入
れ
の
儀

�

（
道
の
駅
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
）


